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向性が課題となっている。第1は，対象年齢を下げていき，共同注意（joint attention）や意  
図性の初期的な知覚などを対象として，「心の理論」のプリミティプを探る研究方向である。第  
2は，逆に対象年齢を上げていき，4，5歳以後に心の理解がどのように発達していくかを検討  
する研究方向である。本稿は，このうち後者に関連した再帰的な心的状態の理解に焦点をあてる。   
再帰的な心的状態の理解とは，「『他者が‥・と考えている』と第三者が考えている」というよう  
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心的状態の表象  
0次   一次   二次   







がかりとなるからである。   
それでは，こうした再帰的な心的状態の理解は人間の知性に特有なものといえるのであろうか？  
松沢（2000）は，「あざむきの発達」と題した研究において，放飼場の4頑のチンパンジーを用  














ンジー は二次以上の再帰的な心的状態を理解できるとはいえないのである。  
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うか。   
たとえば，ホタルは光の明滅パターンで求愛のコミュニケーシ ョンを行なう。ホタルの雄は雌  
より早く羽化し，種に特異的な光の明滅パターンを発しながら飛び回る。これに対して，雌は羽  
化後も草むらにとどまり，雄の発光パターンに対して別の，種に特異的な発光パターンで応える。  











的な違いを生み出していると考えられる。   




するという手順をとるものと考えられてきたのである。   
こうしたコードモデルにはいくつかの問題がある（金沢，1999）。第1に，送り手がもつメッ  
セージを記号に変換するときに必要なコード表と，受け手が受信した記号を解読するときに必要  
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（4）アンは「ボブが「アンがXを知っているJことを知っている」ことを知っている。   
しかしながら，これでも十分ではない。これまでと同様に階層をたどっていくと，このレベル  
でも正確に知識が共有されているとはいえない状況がありうるからである。そこで，アンは「知っ  














theory）」は，語用論（pragmatics）の研究を踏まえた新しい理論であり，コミュニケーシ ョン  





化と解読は，推論過程の補助に過ぎないと考えるのである。   
関連性理論の中核となる概念に，「顕在性（manifestness）」「認知環境（cognitive environT  
ment）」「相互顕在性（mutualmanifestness）」「相互認知環境（mutualcognitive environ－  
ment）」「情報意図（informativeinformation）」「伝達意図（communicativeinformation）」  
などがある。   
顕在性とは，環境に存在しているさまざまな刺激に対する「呼び出し可能性」の高さを表す指  
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このような誤解を切り抜ける。聞き手はより強力な解釈戦術を使うことができるからである。   




－484－   
林：コミュニケーションにおける再帰的なJL、的状態の理解   
わ」という解釈は不適切であることになり，次の可能な解釈に進む。ジョンは「僕にとって十分  
な関連性を持っと，メアリーが考えたことは何か？」と思考の次元を深める。その結果，「もう  
家に帰る時間である」というメアリーの意図した解釈にたどり着くことができるのである。   
このように，この戦術は話し手が「善意であれば，有能でなく」とも解釈が成立する。しかし  
ながら，話し手が常に「善意である」ことはありえない。たとえば，ジョンとメアリーは，ふだ  













を使うのである。   
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送り手がもつ   受け手が理解する   
情報意図   
q 慮  馬 ■キ   
伝達意図   








タ表象である再帰的な心的状態を理解でき，コミュニケーシ ョン場面で駆使できることこそがひ  
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のことから，話し手の情報意図と伝達意図をうまく理解し，複雑な次数をもつメタ表象を駆使し  
て，「洗練された理解」という戦術が可能になるのは，9歳頃以降と考えられる。状況によって  
















い。再帰は「心の理論」と「物の理論（theory of matter）」に共通して関わるもので，人間の  

















発することが観察される。このとき，「AはヒョウがいるとBに信じてほしい（A wants B to  
believe that thereis aleopard）」のであると解釈すると，二次の心的状態を有していること  
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になる。ところが，「AはBに木の茂みの中に駆け込んでほしい（A wants to cause B to run  
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